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《神に招かれて集う》 
前奏 見よ、十字架を         G. ラファエル曲 
招詞 
賛美 ｢あの夜主イエスが｣（『こどもさんびか』23､1 節） 

主の祈り 

《神の語りかけを聞く》 
詩編交読 111：1～10 

賛美 ３１２「紅海を渡り」（1～3 節） 
聖書 出エジプト記 12：1～8、11～14 

    コリントの信徒への手紙一 11：23～29 

祈祷  
賛美 ７４「キリストの示す神を」 

《洗足～イエスの模範に倣う》 
 聖書 ヨハネによる福音書 13：1～15 
 賛美 ４８７「イエス、イエス」 

《聖餐～イエスと共に食卓につく》 
 聖書 マルコによる福音書 14:12～25 

《イエスと共に祈る》 
 聖書 マルコによる福音書 14：26～42 

 黙想 「目覚めてとどまれ」 
 聖書 マルコによる福音書 14：43～50 
 礼拝堂の飾りを取り去る 

  ～イエスが逮捕され、わたしたちと共にいるところから 
   取り去られたことを記念して 
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《神に招かれて集う》 
前奏 見よ、十字架を        G. ラファエル曲 
 
招詞  
 
賛美 「あの夜主イエスが」（『こどもさんびか』23、1 節） 
 
主の祈り 
司式者 神の子どもとして、神に信頼して 
 キリスト・イエスの教えられたように 

祈りましょう。 
一同 天におられるわたしたちの父よ、 
 み名が聖とされますように。 
 み国が来ますように。 
 みこころが天に行われるとおり、 

  地にも行われますように。 
 わたしたちの日ごとの糧を 

  今日もお与えください。 
 わたしたちの罪をおゆるしください。 
   わたしたちも人をゆるします。 
 わたしたちを誘惑におちいらせず、 

  悪からお救いください。 
 国と力と栄光は、永遠にあなたのものです。 

アーメン。 （日本聖公会・カトリック教会共同訳） 
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《神の語りかけを聞く》 

詩編 111：1～10（125 頁） 
 
賛美 ３１２「紅海を渡り」（1～3 節） 
 
ヘブライ語聖書 出エジプト記 12:1～8、11～14 
 1エジプトの国で、主はモーセとアロンに言われた。2「この
月をあなたたちの正月とし、年の初めの月としなさい。3イス
ラエルの共同体全体に次のように告げなさい。『今月の十日、

人はそれぞれ父の家ごとに、すなわち家族ごとに小羊を一匹用

意しなければならない。4もし、家族が少人数で小羊一匹を食
べきれない場合には、隣の家族と共に、人数に見合うものを用

意し、めいめいの食べる量に見合う小羊を選ばねばならない。

5その小羊は、傷のない一歳の雄でなければならない。用意す
るのは羊でも山羊でもよい。6それは、この月の十四日まで取
り分けておき、イスラエルの共同体の会衆が皆で夕暮れにそれ

を屠り、7その血を取って、小羊を食べる家の入り口の二本の
柱と鴨居に塗る。8そしてその夜、肉を火で焼いて食べる。ま
た、酵母を入れないパンを苦菜を添えて食べる。11それを食べ
るときは、腰帯を締め、靴を履き、杖を手にし、急いで食べる。

これが主の過越である。12その夜、わたしはエジプトの国を巡
り、人であれ、家畜であれ、エジプトの国のすべての初子を撃

つ。また、エジプトのすべての神々に裁きを行う。わたしは主

である。13あなたたちのいる家に塗った血は、あなたたちのし
るしとなる。血を見たならば、わたしはあなたたちを過ぎ越す。
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わたしがエジプトの国を撃つとき、滅ぼす者の災いはあなたた

ちに及ばない。14この日は、あなたたちにとって記念すべき日
となる。あなたたちは、この日を主の祭りとして祝い、世々に

渡って守るべき不変の定めとして祝わねばならない｡』」	
 

 

使徒書 コリントの信徒への手紙一 11：23～29 
 23わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身主から受
けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡される夜、パン
を取り、24感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あな
たがたのためのわたしの体である。わたしの記念としてこのよ

うに行いなさい」と言われました。25また、食事の後で、杯も
同じようにして、「この杯は、わたしの血によって立てられる
新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように

行いなさい」と言われました。26だから、あなたがたは、この
パンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、主の
死を告げ知らせるのです。 

 27従って、ふさわしくないままで主のパンを食べたり、その
杯を飲んだりする者は、主の体と血に対して罪を犯すことにな
ります。28だれでも、自分をよく確かめたうえで、そのパンを

食べ、その杯から飲むべきです。29主の体のことをわきまえず
に飲み食いする者は、自分自身に対する裁きを飲み食いしてい
るのです。 

 
祈祷 
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賛美 ７４「キリストの示す神を」 
 
《洗足～イエスの模範に倣う》 
聖書 ヨハネによる福音書 13：1～15 
 1過越祭の前のことである。イエスは、この世から父のもと
へ移る御自分の時が来たことを悟り、世にいる弟子たちを愛し
て、この上なく愛し抜かれた。2夕食のときであった。既に悪

魔は、イスカリオテのシモンの子ユダに、イエスを裏切る考え
を抱かせていた。3イエスは、父がすべてを御自分の手にゆだ
ねられたこと、また、御自分が神のもとから来て、神のもとに

帰ろうとしていることを悟り、4食事の席から立ち上がって上
着を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとわれた。5それから、た
らいに水をくんで弟子たちの足を洗い、腰にまとった手ぬぐい

でふき始められた。6シモン・ペトロのところに来ると、ペト
ロは､｢主よ、あなたがわたしの足を洗ってくださるのですか」
と言った。7イエスは答えて､｢わたしのしていることは、今あ

なたには分かるまいが、後で、分かるようになる」と言われた。
8ペトロが､｢わたしの足など、決して洗わないでください」と
言うと、イエスは､｢もしわたしがあなたを洗わないなら、わた

しと何のかかわりもないことになる」と答えられた。9そこで
シモン・ペトロが言った､｢主よ、足だけでなく、手も頭も｡｣10
イエスは言われた｡｢既に体を洗った者は、全身清いのだから、

足だけ洗えばよい。あなたがたは清いのだが、皆が清いわけで
はない｡｣11イエスは、御自分を裏切ろうとしている者がだれで
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あるかを知っておられた。それで､｢皆が清いわけではない｣と

言われたのである。 
 12さて、イエスは、弟子たちの足を洗ってしまうと、上着を
着て、再び席に着いて言われた｡｢わたしがあなたがたにしたこ

とが分かるか。13 あなたがたは、わたしを『先生』とか『主』
とか呼ぶ。そのように言うのは正しい。わたしはそうである。
14ところで、主であり、師であるわたしがあなたがたの足を洗

ったのだから、あなたがたも互いに足を洗
い合わなければならない。15 わたしがあ
なたがたにしたとおりに、あなたがたもす

るようにと、模範を示したのである｡｣ 

 
洗足 ４８７「イエス、イエス」 
 

平和のあいさつ 
 一同は、次のような言葉を語りながら、平和のあいさつを交わす。 

 主の平和。 
 キリストの平和がありますように。 
 神の恵みがありますように。 
 神があなたと共におられますように。 

 
《聖餐～イエスと共に食卓につく》 
聖書 マルコによる福音書 14：12～25 
12 除酵祭の第一日、すなわち過越の小羊を屠る日、弟子た

ちがイエスに、｢過越の食事をなさるのに、どこへ行って用意
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いたしましょうか｣と言った。13そこで、イエスは次のように
言って、二人の弟子を使いに出された。｢都へ行きなさい。す

ると、水がめを運んでいる男に出会う。その人について行きな

さい。14 その人が入って行く家の主人にはこう言いなさい。
『先生が、｢弟子たちと一緒に過越の食事をするわたしの部屋

はどこか｣と言っています｡』15 すると、席が整って用意ので
きた二階の広間を見せてくれるから、そこにわたしたちのため

に準備をしておきなさい｡｣16 弟子たちは出かけて都に行って
みると、イエスが言われたとおりだったので、過越の食事を準

備した。17 夕方になると、イエスは十二人と一緒にそこへ行
かれた。18 一同が席に着いて食事をしているとき、イエスは
言われた。｢はっきり言っておくが、あなたがたのうちの一人

で、わたしと一緒に食事をしている者が、わたしを裏切ろうと

している｡｣19弟子たちは心を痛めて、｢まさかわたしのことで
は｣と代わる代わる言い始めた。20 イエスは言われた。｢十二
人のうちの一人で、わたしと一緒に鉢に食べ物を浸している者

がそれだ。21 人の子は、聖書に書いてあるとおりに、去って
行く。だが、人の子を裏切るその者は不幸だ。生まれなかった

方が、その者のためによかった｡｣	
 

	
 22 一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、賛美
の祈りを唱えて、それを裂き、弟子たちに与えて言われた。｢取

りなさい。これはわたしの体である｡｣23 また、
杯を取り、感謝の祈りを唱えて、彼らにお渡しに

なった。彼らは皆その杯から飲んだ。24そして、
イエスは言われた。｢これは、多くの人のために
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流されるわたしの血、契約の血である。25 はっきり言ってお
く。神の国で新たに飲むその日まで、ぶどうの実から作ったも

のを飲むことはもう決してあるまい｡｣	
 

 
聖餐 （『聖餐式文』7頁） 
 
《イエスと共に祈る》 
聖書 マルコによる福音書 14：26～42 
26一同は賛美の歌をうたってから、オリーブ山へ出かけた。	
 
27 イエスは弟子たちに言われた。「あなたがたは皆わたし

につまずく。	
 

『わたしは羊飼いを打つ。	
 

すると、羊は散ってしまう』	
 

と、書いてあるからだ。28 しかし、わたしは復活した後、あ
なたがたより先にガリラヤに行く。」29 するとペトロが、「た
とえ、みんながつまずいても、わたしはつまずきません。」と

言った。30イエスは言われた。「はっきり言っておくが、あな
たは今日、今夜、鶏が二度鳴く前に、三度わたしのことを知ら

ないと言うだろう。」31 ペトロは力を込めて言い張った。「た
とえ、ご一緒に死なねばならなくなっても、あなたのことを知

らないなどとは決して申しません。」皆の者も同じように言っ

た。	
 

 32 一同がゲツセマネという所に来ると、イエスは弟子たち
に、｢わたしが祈っている間、ここに座っていなさい｣と言われ

た。33 そして、ペトロ、ヤコブ、ヨハネを伴われたが、イエ
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スはひどく恐れてもだえ始め、34彼らに言われた。｢わたしは
死ぬばかりに悲しい。ここを離れず、目を覚ましていなさい。｣

35 少し進んで行って地面にひれ伏し、できることなら、この
苦しみの時が自分から過ぎ去るようにと祈り、36 こう言われ
た。｢アッバ、父よ、あなたは何でもおできになります。この

杯をわたしから取りのけてください。しかし、わたしが願うこ

とではなく、御心に適うことが行われますように｡｣37 それか
ら、戻って御覧になると、弟子たちは眠っていたので、ペトロ

に言われた。｢シモン、眠っているのか。わずか一時も目を覚

ましていられなかったのか。38 誘惑に陥らぬよう、目を覚ま
して祈っていなさい。心は燃えても、肉体は弱い｡｣39 更に、
向こうへ行って、同じ言葉で祈られた。40 再び戻って御覧に
なると、弟子たちは眠っていた。ひどく眠かったのである。彼

らは、イエスにどう言えばよいのか、分からなかった。41 イ
エスは三度目に戻って来て言われた。｢あなたがたはまだ眠っ

ている。休んでいる。もうこれでいい。時が来た。人の子は罪

人たちの手に引き渡される。42 立て、行こう。見よ、わたし
を裏切る者が来た｡｣	
 

	
 

黙想 「目覚めてとどまれ」 
（『すべての人よ 主をたたえよ』42） 

 
聖書 マルコによる福音書 14：43～50 
 43 さて、イエスがまだ話しておられると、十二人の一人で
あるユダが進み寄って来た。祭司長、律法学者、長老たちの遣
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わした群衆も、剣や棒を持って一緒に来た。44 イエスを裏切
ろうとしていたユダは、｢わたしが接吻するのが、その人だ。

捕まえて、逃がさないように連れて行け｣と、前もって合図を

決めていた。45ユダはやって来るとすぐに、イエスに近寄り、
｢先生｣と言って接吻した。46 人々は、イエスに手をかけて捕
らえた。47 居合わせた人々のうちのある者が、剣を抜いて大
祭司の手下に打ってかかり、片方の耳を切り落とした。48 そ
こで、イエスは彼らに言われた。｢まるで強盗にでも向かうよ

うに、剣や棒を持って捕らえに来たのか。49 わたしは毎日、
神殿の境内で一緒にいて教えていたのに、あなたたちはわたし

を捕らえなかった。しかし、これは聖書の言葉が実現するため

である｡｣50弟子たちは皆、イエスを見捨てて逃げてしまった。	
 

 

礼拝堂の飾りを取り去る 
～イエスが逮捕され、わたしたちと共にいるところから取
り去られたことを記念して 
 

※沈黙のうちに、礼拝堂を退出してください。 

 希望する人は、礼拝堂に残って黙想することもできます。 

 

式文作成：©水野隆一 2009 


